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神戸新聞社何四年 ク月イ日(月)

約8年前から不眠症で、今は睡眠剤など3
種類の薬を飲み、 6時間ほど眠れてぃます。
しかし、目覚めて約30分で体がつらくなり、
精神安定剤を朝1錠、午後に1~2錠飲みま
す0 「依存に注意」と言われますが、どノVな
飲み方が良いのでしょうか。(79歳、女性)

朝刊

'ス

^

ま
つ

と

藁
を
手
放
せ
な
く
な
つ

ノ＼

を
箇
単
に
・己
録
し
て
お
く
と

ノー'、

届
県
、^

神
神

経
科
日ニク

療
所
協

、'、"1瓢"ー゛'"

'

どスやサク
垂1 「ンス
民 1 ゾト
カゞ)ル」
取を 睡ヒ

月 眠

の、

ソ ス
は時 ポ'ム
'間マ ラ レ

内ほイ キ

ナ
そ,
の

0

た
ノ

め
洩
ノ、、

＼

使
よ 用口

し
て)

し

し
0

た
の(ー

か

そ
のL

日
の
体
調ι

^

や月
本=
ヌ、

く
J、

と
矛 カゞ

'1 大
切0
で

す_
0ヨ

し

'丁

ザに
ビ対

し

抗
^

つ

つ

楽
リ

ー、、

タツ

゛、

依、、、

存
す

0

る
可
ムヒ

性
が
^

と
し、

よ

つ

そ
゛

の
際
は

.、

し、
つ

(ー

ど
侵 /V

な

る
と

冬1)

カゞ
ず
ノノ＼

体

の
土
口

バ
フ

_ノ

ス、

、、ーノ、

、ι^
年
ほ

^

か
ら
続
く
不
眠
症

的
か
つ

ヌE

期
的
に
使
用
す
る

と

を
確
言刃

し
て
し、
く
の
カゞ
良
い
で
し

程
度

ヌE

し
て
い
る

と
を

ス.


